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17 世紀から 20 世紀までの欧米障害史に関する一次資料約 53 万ページを電子化

ニューヨーク医学アカデミー図書館所蔵障害関係書籍集成 

ニューヨーク医学アカデミー図書館所蔵障害関係パンフレット集成

ダグラス・C・マクマートリー肢体不自由者コレクション

チャールズ・ルーミス・デイナ文書集

アレクサンダー・E・マクドナルド文書集

障害の歴史において障害とは障害者個人に起因する異常な状態であり、これを正常な状態へ回復するために医学的治療を施すべき対象であるとみなさ
れてきました。この言説は障害の歴史の中で支配的な言説として長く影響を及ぼしてきましたが、20世紀になると再審に付されるようになります。障害
は医学的な現象であるとともに社会的、政治的、文化的現象でもあるとの認識が広まり、健常と障害の区別は自明ではなく、社会的に構築されたもので
あり、特定の人々を障害者と名指しする社会規範の存在自体に関心が向けられるようになりました。この変化は実践的には障害者の権利拡張運動を通
して各種の障害者法制の成立を促す一方で、学問の場で障害研究が人文学の重要な研究分野として確立するのを後押ししました。
本アーカイブは障害を社会的現象とみなす障害研究の進展を受けて、障害者が社会の中で表象され、統制されてきた事情、特定の人々を障害者と名指
しする社会的規範の歴史を研究するための資料集となるべく、17世紀から20世紀までの数世紀に亘る障害に関する一次資料を電子化して提供するも
のです。収録資料はニューヨーク医学アカデミーが所蔵する書籍、パンフレット、雑誌、報告書、個人文書で、総ページ数は約53万ページに及びます。
各コレクションは米国に限らず英国やヨーロッパ諸国の障害に関する資料を広くカバーするよう構築されてきました。本アーカイブは初の本格的な欧米
障害史デジタルアーカイブです。

Books about Disabilities from the New York Academy of Medicine Library
ニューヨーク医学アカデミーが所蔵する障害に関する約825冊の書籍を収録します。肢体の不自由な人、肢体を切断した人、視覚障害者、聴覚障害者、
言語障害者、精神障害者、障害児童等々、様々な類型の障害者に関する書籍が収録されています。書籍の表題からは当時の精神医学界の障害に対する
思考や分類法が見えてきます。→ 3 ページ以降に収録文献例を掲載しています

Health Pamphlets about Disabilities from the New York Academy of Medicine Library
ニューヨーク医学アカデミーが所蔵する医療パンフレットコレクションから障害に関する約 2,800 冊のパンフレットを収録します。これらのパンフレッ
トは永続的な保存を想定したものではない印刷物や商業出版社の販売チャンネルで流通したものではない印刷物が多く、現在入手困難であるのは勿論、
所蔵機関も稀です。加えて目録化がされていないため、書誌情報すら入手が困難です。→ 3 ページ以降に収録文献例を掲載しています

Douglas C. McMurtrie Cripples Collection
ダグラス・C・マクマートリーはタイポグラファー、書誌学者ですが、身体障害関係の雑誌を編集し、身体
障害者協会会長、赤十字身体障害者研究所所長として第一次大戦の負傷兵士のためのリハビリテーション
センターを設立し、あらゆる障害者の社会復帰に尽力するなど、その名は障害史にも刻印されています。本
コレクションは障害者やリハビリテーションに関する書籍、パンフレット、報告書等約3,500点（272冊に製本）
を収録するもので、19世紀後半から20世紀前半にかけての北米、英国、大英帝国自治領、欧州諸国等の
地域をカバーします。大半は英語文献ですが、他の欧語文献も収録されています。

Charles Loomis Dana Papers, 1876-1932
チャールズ・ルーミス・デイナは現存する米国最古の公立病院ベルヴュー病院の神経科の医師で、ニューヨーク医学アカデミー、ニューヨーク神経学会、
米国神経学会の会長を歴任した20世紀前半のニューヨーク医学界の重鎮です。本コレクションはデイナが神経科医師のキャリアの中で残した精神医学、
精神疾患、アルコール依存、筆跡、テレパシー、医学史等の主題に関する論文や診療カルテ、講演原稿や書籍出版のためのタイプ原稿を収録します。鬱、
不安、偏執症、不眠症、早発性認知症、片頭痛、神経衰弱症、精神衰弱、癲癇、側索硬化症、耳鳴り、脳炎、嗜眠性脳炎等の症例が挙げられています。

Alexander E. Macdonald Papers, 1865-1906
アレクサンダー・E・マクドナルドはブラックウェル島の慈善病院の医局長、ワーズ島の精神病院の医療部長、
ニューヨーク市精神病院（後のマンハッタン病院）の医療部長を歴任する傍ら、ニューヨーク大学の精神医
学と医事法の教授を務めたニューヨークの著名な精神科医です。本コレクションはマクドナルドの著作物や
文書を収録します。19世紀後半から20世紀初頭のニューヨーク精神科病院の実情を伝える貴重な資料です。

本アーカイブは他のアーカイブと同様、OCR テキストを生成しフルテキスト検索を実現してい
ますが、本アーカイブ独自の特徴として、スクリーンリーダーを利用したより快適な読解を実現
するために、英語の活字文献に限り、複数の OCR プログラムによる読み取り結果を照合し、読
み取りエラーがある場合は可能な限りマニュアルで修正しています。（英語以外の言語の文献、
手書き文書は対象外です）

本アーカイブの収録資料には現代では差別的であるため
使用することが望ましくないとされる語句が使われてい
ます。小社はこれらの資料を研究・教育目的に提供する
ものであり、資料で表明されている特定の見解を支持す
るものではありません。

収録コレクション

靴工房で靴づくりをする肢体不自由の少年
たち（McMurtrie Volume P302 McM）

マクドナルドは結核治療法としてテント生活を導入したが、右はマンハッタン病院の敷地内に設けられた屋外 
テント（Subseries A: Annual Reports, Subsubseries 2: Manhattan State Hospital, Sixth Annual Report of 
Same for the Year Ending September 30, 1902）
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データベースの概要
	収録資料：書籍、パンフレット、タイプ打ち原稿、手書き文書（合計約53万ページ）（すべてフルテキスト検索に対応）
	収録資料の期間：17世紀～20世紀
	収録資料の言語：英語、フランス語、ドイツ語他
	原資料所蔵機関：ニューヨーク医学アカデミー
	機能： ページ送り、画面拡大・縮小、全画面表示、輝度・コントラスト調整のビューワ機能の他、印刷、PDFファイルのダウンロード、OCR/

HTRテキストのダウンロード、書誌自動生成、書誌情報のエクスポート、メール送信、Google／Microsoftログインとクラウド連携を実装、
別契約のGale	Digital	Scholar	Labでテキストマイニングでもご利用になれます。

統合検索プラットフォーム Gale Primary Sources では追加コスト 
なしで導入済の Gale の買切データベースとの横断検索ができます。

一字一句をフルテキスト検索、検索語はハイライト表示

文書表示画面では手書き文書を含め、文書イメージと OCR/HTR テキ
ストを左右見開きで表示することができます。通常の小社アーカイブ
では文書イメージのみがデフォルト設定で、見開き表示を選択するこ
とができますが、本アーカイブでは見開き表示がデフォルト設定になっ
ています。

トップページ

詳細検索（検索範囲の指定・掛け合わせ検索・ファジー検索）

手書き文書もフルテキスト検索



3

以下の収録文献例では、刊行当時の時代状況や社会通念を伝えるために、現在では差別的であるため使用することが望ましくない
とされる語句が使われています。また、現在は通常障害とは見なされない対象も含まれています。ご了承ください。

収録文献（例）

ニューヨーク医学アカデミー図書館所蔵障害関係書籍集成

聴覚障害
	I.B.（ジョン・バルワー）『フィロコファス：聾唖者の友』（1648）
		ジョセフ・ワトソン『聾唖者の教育、あるいは言葉の習得に関する	
聾唖者教育の方法に関する理論的・実際的視点』（1809）
	ジョン・C・サンダース『人間の耳の解剖』（1817）
	ジョン・H・カーティス『耳の生理学と疾病に関する論考』（1817）
	ジョン・スティーヴンソン『聾：その原因、予防、治療』（1828）
	トマス・ブキャナン『聴覚器官の生理学的解説』（1828）
	ウィリアム・ライト『聾の多様性と耳の疾病について』（1829）
	デヴィッド・トッド『聴覚器官の解剖と生理学』（1832）
	ジョン・H・カーティス『耳の生理学と病理学に関する論考』（1836）
		エドウィン・J・マン『聾唖：聾唖者の状態、教育、教育施設に関す
る論集』（1836）
	ウィリアム・ダフトン『聾と耳の疾病の本質と治療』（1844）
	ハーヴェイ・ピート『聾唖者の法的権利と責任』（1856）
	ジェイムズ・ホーキンス『聾唖の身体的、道徳的、知能的構成』（1863）
	W.R.スコット『聾唖者：その教育と社会的地位』（1870）
	ピーター・アレン『耳のカタル講義：聾の共通の形態と治療』（1871）
	ジェイムズ・キーン『聾の原因と治療：耳の手術の手引』（1873）
		アルトゥール・ハルトマン『聾唖と読唇術と調音による聾唖者教育』	
（英訳増補版）（1881）
	アレクサンダー・G・ベル『聾に関する事実と意見』（1888）
	ジョセフ・C・ゴードン『聾者の教育に関する覚書と考察』（1892）
		ジェイムズ・K・ラブ、W.H.アディソン『聾唖の臨床的・病理学的研究』
（1896）
	エドワード・A・フェイ『アメリカにおける聾者の結婚』（1898）
		J.ホワイトフィールド・スミス『公立学校における視覚障害と聴覚障害：
教員用ハンドブック』（1904）
		エドワード・B・ニッチー『読唇術の原理と実践：教員用自習用ハン
ドブック』（1912）
	ハリー・ベスト『聾者：社会における位置と合衆国における教育』（1914）
		アネッタ・ペック他『耳と人間：聾者のためのソーシャルワーク研究』
（1926）
	赤十字協会連盟『失明の予防』（1929）
	ジャン・M・G・イタール『アヴェロンの野生児』（英訳）（1932）
	ハロルド・M・へイス『聾の現代的観念』（1932）
	ラルフ・K・ポッター他『視話法』（1947）

視覚障害
	ウィリアム・アダムス『人工瞳孔に関する論考』（1819）
	アルフレッド・C・ポスト『斜視の治療に関する観察』（1841）
	ウィリアム・アートマン、L.V.ホール『盲人の美と業績』（1854）

	アルフレッド・スミー『眼の健康と疾病』（1854）
		W.ハンクス・リーヴィ『盲と盲人：盲目学（Science	of	Typhlology）試論』
（1872）
		ウィリアム・ムーン『盲人のための光：ムーンタイプの聖書や書物	
普及の起源と成功』（1879-1882）
	エミール・ジャヴァル『盲人の世界』（英訳）（1904）
		オスカー・エバーブッシュ他『児童期における眼の疾病と発話障害』
（1914）
		チャールズ・F・F・キャンベル、メアリー・D・キャンベル『アメリ
カにおける盲人用施設：合衆国とカナダにおける就業便覧』（1916）
		ハリー・ベスト『盲人：盲人の状態と合衆国における盲人支援活動』
（1919）
		J.M.リチー『英国における盲人に対する組織的活動に関する歴史的
素描と先天的盲人の精神生活に関する若干の考察』（1930）
		トマス・D・カッツフォース『学校と社会における盲人：心理学的研究』
（1933）
	マックス・A・ゴールドスタイン『盲人の諸問題』（1933）
	ラルフ・V・メリー『視覚障害児童教育の諸問題』（1933）
	エレノア・G・ブラウン『ミルトンの失明』（1934）
	ハリー・ベスト『合衆国における盲と盲人』（1934）
		全英盲人研究所『盲人に関するすべて：盲人はいかに助けられ自ら
助けるか』（1939）
	オルダス・ハクスリー『見る技術』（1942）
	ウィリアム・D・ライト、L・C・マーティン『正常色覚と色覚異常』（1947）
		ポール・A・ザール（編）『失明：見えざる環境への現代的アプローチ』
（1950）
	ゲーザ・レーヴェース『失明者の心理学と芸術』（英訳）（1950）
	イシュベル・ロス『光への旅：失明者の教育の物語』（1951）
	ヴィクター・ローウェンフェルド『創造的活動の本質』（1952）

発話障害	
		ウィリアム・ホルダー『発話の要素：文字の自然な生成に関する探
究試論』（1669）
		リチャード・カル『発話の法則の適用による治療に関して考察された
吃音』（1835）
	ジョン・ビショップ『有節音と発話障害の原因と治療』（1851）
		ジョージ・F・アーリング『吃音者、講演者、軽度発話障害者のため
の発声訓練』（1856）
	ジェイムズ・ハント『吃音：その性質と治療』（1861）
	ジョン・ワイリー『発話障害』（1894）
	L.クラインドワース『吃音と治療法：自習用実用的体系的便覧』（1896）
	ウィリアム・エルダー『失語症と脳の発話機構』（1897）
	H.チャールトン・バスティアン『失語症とその他の発話障害』（1898）

ムーンタイプと呼ばれる触読用
文字（ウィリアム・ムーン『盲
人のための光』より）

ローラ・ブリッジマンがオリ
バー・カースウェルに触読用文
字を教える（二人は聴覚視覚発
話障害者）（メアリー・S・ラン
ソン『ローラ・D・ブリッジマン
の生涯と教育』より）

ヘレン・ケラーとアン・サリヴァ
ン・メイシー（ヘレン・ケラー 

『アン・サリヴァン・メイシー先生』
より）

ニューヨーク盲人協会創設者
ウィニフレッド・マザー（イー
ディス・H・ブラッドグッド編

『ウィニフレッド・H・マザー伝』
より）
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	ジョージ・A・ルイス『吃音の起源と治療』（1906）
	アレクサンダー・G・ベル『発話機構：聾者教育促進協会講演』（1907）
	ベンジャミン・N・ボーグ『吃音：その原因と治療』（1922）
	ヘンリー・ヘッド『失語症と類似の発話障害』（全2巻）（1926）
	ウェンデル・ジョンソン『なぜなら私はどもるから』（1930）
	アン・H・マクアリスター『発話療法の臨床研究』（1937）
	メイベル・H・ギフォード『神経性発話障害の矯正』（1939）
	ユージン・F・ハーン『吃音：重要な理論と療法』（1943）
		ヘンリー・セントジョン・ラムゼイ『吃音者の選択：言語療法の比較』
（1950）
	ウォルター・R・ブレイン『発話障害：失語症、失行症、失認症』（1961）
	マーガレット・エルドリッジ『発話障害の治療の歴史』（1968）
		イネス・V・オニール『1600年以前の西洋思想における発話と発話
障害』（1980）
		マルコム・R・オニール他（編）『ディサースリア：生理、音響、知覚、
管理』（1984）
	オードリー・L・ホランド『成人の言語障害』（1984）
		マーガレット・エドワーズ『構音障害：ディサースリアと発語障害』
（1984）
	フランコ・ファブロ（編）『簡略言語病理学百科事典』（1999）

精神障害
		ウィリアム・C・エリス『精神異常の本質、徴候、原因、診療に関す
る論考』（1838）
		アイザック・ハント『精神病院の3年間：犠牲者自身による驚くべき
暴露』（1852）
		サミュエル・クナッグス『犯罪行為の責任の問題に関して考察され
た精神異常』（1854）
	ジョン・コノリー『機器による拘束なしの精神異常者の治療』（1856）
		アイザック・B・ブラウン『女性における精神異常、癲癇、強硬症、
ヒステリーの特定の形態の治癒可能性』（1866）
	エドワード・セガン『白痴と生理学的方法による診療』（1866）
		ジョージ・F・ブランフォード『精神異常とその診療：精神異常患者
の医学的診療と法的措置』（1871）
	ウィリアム・W・アイアランド『白痴と痴愚』（1877）
		ジョセフ・M・グランヴィル『精神異常者の保育と治療：ランセット
精神病院委員会報告書』（1877）
	ジョージ・M・ビアード『アメリカ的神経衰弱』（1881）
		サラ・カーペンター、ウィリアム・レッチワース『特定の国々におけ
る慢性精神異常報告』（1882）
		ウィリアム・S・プレイフェア『神経衰弱とヒステリーの体系的診療』
（1883）
	トマス・S・ダウス『神経衰弱：その性質と診療』（1887）
	『ニューヨーク病院協会と精神異常者治療の関係の歴史』（1891）
		ヘンリー・C・バーデット『世界の病院と精神病院：起源、歴史、	
設立、運営、管理、法制』（全4巻）（1891-93）
		フレデリック・ベートマン『白痴：生物界における位置と社会に対す
る権利請求』（1897）
		エイドリアン・プルースト、ジルベール・バレ『神経衰弱の治療』	
（英訳）（1902）
	アーサー・マクドナルド『人と異常人：児童の研究を含む』（1905）
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